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は
じ
め
に

　

平
成
二
六
年
一
一
月
、
佐
々
木
孝
浩
氏
を
通
じ
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
貴
重
書
室
の
筒
井
利
子
氏
よ
り
、
古
く
か
ら
の
未
整
理
本
の
な
か
に

書
簡
類
等
の
軸
物
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
見
て
欲
し
い
と
の
連
絡
を
受
け

て
、
大
ま
か
な
調
査
を
行
っ
た
。
二
七
年
一
〇
月
、
貴
重
書
と
し
て
整
理

さ
れ
た
の
を
機
に
、
再
度
調
査
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
と

し
た
。
翻
刻
掲
載
の
許
可
を
頂
い
た
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
調
査
等

で
お
世
話
に
な
っ
た
筒
井
利
子
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
分
量
の

多
い
古
賀
家
関
係
の
も
の
は
次
回
紹
介
の
予
定
で
あ
る
。

凡
例

＊
取
り
上
げ
た
作
品
は
順
に
通
し
番
号
を
付
す
。
合
幅
の
場
合
は
個
々
の

作
品
に
付
す
。

＊
作
品
名
は
、
図
書
館
で
の
命
名
に
従
い
、
さ
ら
に
個
別
の
作
品
に
つ
い

て
、
書
簡
の
場
合
「
某
書
簡
（
某
宛
、
某
年
某
月
某
日
付
）」、
漢
詩
文
等

の
場
合
「
某
自
筆
「
○
○
」
詩
懐
紙
」「
某
自
筆
七
言
絶
句
掛
幅
」
な
ど

と
私
に
命
名
し
、
自
筆
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
「（
写
）」
を
添
え
る
。

＊
書
誌
は
本
紙
の
料
紙
（
楮
素
紙
の
場
合
は
記
述
し
な
い
）・
寸
法
、
箱

書
・
附
属
文
書
を
主
と
す
る
。

＊
解
題
は
、
成
立
年
代
、
筆
者
の
詩
文
集
等
所
収
作
品
の
場
合
は
そ
れ
と

慶
應
義
塾
所
在
近
世
文
人
書
簡
筆
跡
類
総
覧
（
二
）

三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
貴
重
書
室
（
そ
の
一
）

堀　

川　

貴　

司
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の
本
文
異
同
な
ど
を
主
と
す
る
。
本
文
中
の
印
記
は
解
題
に
記
す
。

＊
翻
刻
は
、
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
を
用
い
、
句
読
点
・
ナ
カ
グ

ロ
・
カ
ギ
括
弧
を
補
う
。
小
字
は
〈　

〉
に
て
示
す
。
虫
損
・
破
損
等
に

よ
り
欠
け
て
い
る
文
字
は
「
□
」「［　

］」、
難
読
の
文
字
は
「
■
」
と
し
、

推
読
可
能
の
場
合
は
右
傍
に
（　

）
に
て
示
す
。
明
ら
か
な
誤
字
脱
字
の

場
合
も
同
様
に
（　

）
に
て
示
す
。
特
に
必
要
な
場
合
は
原
本
の
改
行
や

字
配
り
の
と
お
り
と
し
、
そ
の
他
は
原
則
と
し
て
オ
イ
コ
ミ
に
す
る
。

［
荻
生
徂
徠
他
書
状
十
二
通
合
幅
］�
133X

/145/1

　

掛
幅
一
幅
。
全
一
二
通
を
合
装
し
た
も
の
。
紫
檀
軸
、
桐
桟
蓋
箱
入
り
。

箱
書
、
蓋
表
「
諸
名
流
國
字
牘
合
幅
」、
蓋
裏
に
杉
板
（
古
い
箱
の
蓋
の

一
部
か
）
を
貼
付
、
作
者
等
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。（
便
宜
上
、

対
象
書
簡
の
番
号
を
付
し
、
人
名
ご
と
に
改
行
し
て
示
す
）

（
一
）
茂
卿
〈
柳
沢
家
臣
姓
物
部
／
荻
生
惣
右
衛
門
字
茂
公
卿
／
号

徂
徠
享
保
／
十
三
年
没
〉

（
二
・
三
）
服
部
小
右
衛
門
〈
字
子
遷
／
号
南
郭
／
二
通
〉

（
四
）
羽
林
君
云
々
之
書
／
太
宰
弥
右
衛
門
／
字
徳
夫
号
／
春
臺

（
五
）
解（
マ
マ
）冤

云
々
之
書

（
六
）
文
仲
様
左
膳
／
南
郭
門
人
両
番
／
鵜
殿
士
寧

（
七
・
一
二
）
安
脩
〈
安
達
文
仲
／
二
通
〉

（
八
）
服
部
多
門
〈
南
郭
養
子
／
字
仲
英
〉

（
九
・
一
〇
）
大
内
忠
（
マ
マ
）太

夫
二
通　

号
熊
耳

（
一
一
）
宇
佐
美
恵
助
〈
字
子
迪
／
徂
徠
門
人
〉

別
筆
に
て
貼
紙
三
枚
あ
り
、「
福
島
茂
左
衛
門　

岩
村
藩
儒
／
号
松
江　

南
郭
門
」「
中
根
覚
蔵　

高
遠
藩
儒
／
大
内
熊
耳
門
」「
安
修　

安
達
清

河
〈
名
修
／
字
文
仲
〉
／
南
郭
門
人
」
と
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
（
二
）（
八
）

（
七
・
一
二
）
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
巻
止
め
下
部
に
「
國
分
文
庫
」（
朱

陽
長
方
双
辺
、
二
・
九
×
〇
・
九
糎
）
印
記
あ
り
。
戦
前
戦
後
、
慶
應
義

塾
図
書
館
員
と
し
て
活
躍
し
た
国
分
剛
二
（
一
八
九
二
〜
一
九
五
八
、『
慶

應
義
塾
図
書
館
史
』
慶
應
義
塾
図
書
館
、
一
九
七
四
、
参
照
）
の
旧
蔵
で

あ
る
。
な
お
同
氏
は
『
典
籍
』
五
（
一
九
五
二
・
一
二
）
〜
一
六
（
一
九

五
五
・
四
）
に
「
名
家
書
簡
集
」
を
断
続
的
に
連
載
し
て
い
る
が
、
今
回

紹
介
し
た
資
料
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

一　

荻
生
徂
徠
書
簡
（
太
宰
春
台
宛
、
某
年
一
〇
月
二
〇
日
付
）

　

一
五
・
四
×
五
七
・
六
糎
（
二
枚
継
。
以
下
、
枚
数
に
端
裏
切
継
分
は

含
め
な
い
）。
浅
葱
と
薄
茶
の
色
替
わ
り
料
紙
を
用
い
る
。
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（
端
裏
切
継
）
徳
夫
苦
冷　

茂
卿
拝

御
手
紙
致
拝
見
候
。
然
者
、
碑
石
之
儀
被
仰
下
、
委
細
致
承
知
候
。
碑
身
、

方
八
寸
与
七
寸
九
寸
、
何
レ
可
然
哉
之
由
、
異
国
ニ
も
扁
形
も
有
之
候
間
、

七
寸
九
寸
も
可
然
存
候
。
殊
ニ
正
方
ニ
て
ハ
首
を
円
ク
い
た
し
候
所
、
宜

か
る
ま
し
く
哉
。
円
首
与
申
候
者
、
元
来
碑
首
与
碑
身
与

（
ア
キ
）別
ニ
い
た
し
候

事
与
相
見
申
候
。
別
ニ
不
致
候
ハ
ヽ
、
只
墨
形
抔
ノ
様　

両
角
有
之
候
、

可
然
候
半
歟
。
愚
存
ハ
御
絵
図
之
通
成
程
可
然
存
候
。
碑
身
碑
首
別
ニ
不

致
候
ハ
ヽ
、
神
主
抔
之
様
、
頷
（
領
カ
）を
つ
け
候
而
も
可
然
存
候
。
然
共
物
入
多

可
有
之
候
。
只
絵
図
之
通
成
程
能
被
存
候
。
畢
竟
墓
碑
非
古
礼
候
。
古
下

仏
之
物
ニ
候
。
然
レ
ハ
浮
世
之
事
、
強
チ
ニ
不
可
拘
泥
候
。
只
見
つ
き
宜

様
主
意
与
存
候
。
以
上

　
　

十
月
廿
日

二　

服
部
南
郭
書
簡
（
写
）（
福
島
松
江
宛
、
某
年
一
二
月
二
五
日
付
）

　

一
五
・
五
×
四
〇
・
四
糎
。
不
確
か
な
字
形
多
く
、
写
し
と
見
ら
れ
る
。

「
多
門
」
は
養
子
の
白
賁
。

（
端
裏
切
継
）
福
島
茂
左
衛
門
様　

服
部
小
右
衛
門

寒
甚
候
。
闔
家
御
平
安
と
致
恭
喜
候
。
然
者
、
少
々
貴
面
御
頼
申
諸
事
有

之
候
処
、
此
節
拙
者
も
苦
寒
他
行
不
得
、
多
門
も
事
多
致
在
宿
候
故
、
以

参
得
御
意
候
事
も
難
仕
候
ニ
付
、
近
頃
自
由
な
か
ら
、
春
初
五
六
日
迄
之

内
、
若
此
辺
御
次
も
候
ハ
ヽ
、
必
御
立
寄
可
被
下
候
。
日
々
御
勤
番
殊
ニ

伺
近
御
繁
多
之
節
、
今
年
と
申
候
て
は
間
も
無
之
候
間
、
春
五
日
六
日
迄

之
内
ニ
懸
御
目
度
相
願
候
。
拙
者
ハ
い
つ
も
致
在
宿
候
。
多
門
も
春
初
ニ

御
年
礼
罷
在
候
節
、
以
参
可
得
御
意
候
得
と
も
、
日
々
ハ
勤
番
御
留
守
之

儀
難
計
、
少
々
急
キ
事
之
故
、
今
日
御
近
所
迄
人
遣
候
次
ニ
、
此
段
一
通

得
御
意
置
候
。
以
上

　
　

十
二
月
廿
五
日

三　

服
部
南
郭
書
簡
（
安
達
惟
恵
宛
、
某
年
三
月
一
五
日
付
）

　

一
四
・
九
×
二
五
・
四
糎
。
宛
名
は
清
河
と
は
別
人
か
。

（
端
裏
切
継
）
安
達
惟
恵
様　

服
部
小
右
衛
門

拝
見
。
弥
御
平
安
之
段
致
恭
喜
候
。
然
者
、
常
産
煙
草
五
十
把
草
御
恵
投
、

御
旅
館
御
取
込
之
内
厚
意
忝
次
第
御
座
候
。
尚
期
面
謝
候
条
艸
々
不
具
。

　
　

三
月
十
一
日

四　

太
宰
春
台
書
簡
（
某
宛
、〔
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）〕
某
月
某
日
付
）
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一
七
・
三
×
六
六
・
四
糎
（
二
枚
継
）。
日
付
・
宛
名
が
な
い
上
、
奥

に
余
白
が
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
下
書
き
で
あ
ろ
う
か
。
雅
楽
に
関
心
の

あ
る
高
貴
な
公
家
の
家
臣
に
宛
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
狛
近
任
」
は
南

都
の
楽
人
で
、
雅
楽
復
興
の
た
め
荻
生
徂
徠
・
太
宰
春
台
と
交
流
が
あ
り
、

江
戸
に
も
下
向
し
て
い
る
。『
徂
徠
集
』（
元
文
五
年
）『
論
語
古
訓
』（
元

文
四
年
）
刊
行
に
触
れ
る
こ
と
、
前
年
の
閏
月
が
七
月
（
元
文
五
年
）
で

あ
る
こ
と
な
ど
の
記
述
か
ら
、
寛
保
元
年
の
も
の
と
推
定
し
た
。「
楽
書
」

に
つ
い
て
は
、『
楽
律
全
書
』
渡
来
を
き
っ
か
け
に
徳
川
吉
宗
の
諮
問
に

答
え
る
過
程
で
著
さ
れ
た
（
し
た
が
っ
て
他
見
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
─
『
南

郭
集
』
四
編
巻
六
所
収
「
物
夫
子
著
述
書
目
記
」
に
「
頗
秘
不
許
刊
行
」

と
あ
る
）『
楽
律
考
』
を
指
す
も
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
大
庭
脩
「
楽

書
校
閲
と
荻
生
北
渓
・
徂
来
」（『
日
中
交
流
秘
話
―
江
戸
時
代
の
日
中
関

係
を
読
む
―
』
燃
焼
社
、
二
〇
〇
三
）
に
詳
し
い
。

羽
林
君
客
臘
十
七
日
之
御
手
書
、
狛
近
任
伝
致
今
春
二
月
落
手
、
謹
捧
読

仕
候
。
益
御
安
全
之
旨
奉
恭
喜
候
。
去
々
年
先
師
茂
卿
墨
蹟
進
献
仕
候
ニ

付
、
去
秋
七
月
被
下
御
手
書
、
近
任
伝
致
閏
七
月
落
手
、
捧
読
仕
候
。
度
々

奉
接
尊
書
、
冥
加
之
至
忝
仕
合
不
勝
感
戴
候
。
早
速
可
奉
答
之
処
、
賎
妻

重
病
危
篤
ニ
付
内
外
廃
事
、
遅
引
恐
入
候
。
拙
作
詩
文
被
召
候
。
可
応
台

命
之
処
、
往
歳
野
詩
奉
涜
高
明
、
爾
後
無
御
沙
汰
惶
懼
仕
候
。
且
近
作
進

覧
可
仕
物
無
御
坐
候
。
先
師
茂
卿
楽
書
之
事
、
蒙
御
尋
候
。
曾
覚
悟
不
仕

候
。
答
来
問
候
事
ハ
有
之
候
。
則
本
集
ニ
載
候
而
頃
来
板
行
仕
候
。〈
純
〉

も
好
音
律
候
て
、
横
笛
聊
学
習
仕
候
へ
共
、
未
熟
ニ
御
坐
候
。
愚
撰
『
論

語
古
訓
』
入
高
覧
候
由
、
望
外
之
大
幸
ニ
御
坐
候
。
得
御
賞
翫
候
て
汗
顔

仕
候
。
他
ハ
上
木
之
物
無
御
坐
候
。
同
門
之
輩
著
述
近
日
未
承
候
。

五　
〔
鵜
殿
士
寧
〕
書
簡
（
某
宛
、
某
年
五
月
一
五
日
付
）

　

一
七
・
一
×
五
四
・
四
糎
。
差
出
人
は
六
と
の
筆
跡
の
一
致
よ
り
推
定
。

イ
タ
ミ
多
し
。

拝
閲
仕
候
。
如
貴
命
属
晴
御
同
意
奉
存
候
。
貴
恙
之
状
痛
悸
之
御
事
、
乍

去
早
速
御
起
復
之
■
、
欣
躍
仕
候
。
右
ニ
付
、
其
後
不
被
労
价
候
様
被
入

御
念
候
■
■
御
尤
之
御
儀
奉
存
候
。
先
日
被
仰
下
候
翌
、
文
仲
へ
申
通
候

所
、
廿
二
日
参
上
可
仕
候
■
申
聞
候
。
携
集
可
仕
候
与
約
束
仕
候
。
左
様

思
召
可
被
下
候
。
尤
刻
限
等
其
以
前
尚
又
可
申
達
様
申
達
置
候
。
長
日
ニ

御
坐
候
間
、
従
午
時
ニ
而
可
然
哉
ニ
奉
存
候
。
高
意
如
何
、
思
召
も
被
成

御
坐
候
ハ
ヽ
、
被
御
知
可
被
下
候
。
無
左
候
ハ
ヽ
、
最
早
不
及
御
左
右
奉

存
候
。
及
昏
暮
艸
々
奉
復
候
。
会
期
在
近
、
万
空
面
罄
。
不
具
頓
首
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五
月
望

六　

鵜
殿
士
寧
書
簡
（
安
達
清
河
宛
、
某
年
三
月
四
日
付
）

　

一
六
・
四
×
二
四
・
〇
糎
（
二
枚
継
）。
縹
色
刷
不
明
文
様
下
絵
あ
り
。

「
仲
緑
」
は
石
島
筑
波
の
字
。

（
端
裏
切
継
）
文
仲
様　

左
膳

此
間
御
過
臨
得
閑
談
太
慶
此
御
事
御
坐
候
。
愈
御
清
嘉
致
欣
幸
候
。
然
者
、

御
頼
申
候
印
進
申
候
間
、
乍
御
世
話
宜
被
仰
達
可
被
下
候
。
仲
緑
作
者
追

而
御
返
可
被
下
候
。
彫
刻
迄
者
余
り
煩
候
事
ヲ
憚
候
間
、
此
方
ニ
而
誰
ソ

頼
可
申
候
。
万
々
其
内
期
面
罄
候
。
不
具

　
　

三
月
四
日

　

尚
以
慮
ヲ
申
候
事
ニ
無
御
坐
候
。
以
上

七　

安
達
清
河
書
簡
（
楽
山
宛
、
某
年
一
二
月
九
日
付
）

　

一
四
・
八
×
一
六
・
三
糎
（
二
枚
継
）。
冒
頭
で
言
及
す
る
の
は
、
本

幅
三
・
六
・
一
一
の
三
通
を
指
す
も
の
か
。

（
端
裏
切
継
）
楽
山
様
机
下　

安
修

服
翁
・
鵜
公
・
宇
子
廸
和
牘
三
通
、
篋
中
よ
り
出
申
候
。
并
進
上
申
候
。

且
此
栗
図
、
古
画
と
相
見
申
候
。
御
覧
可
被
下
候
。
万
期
拝
顔
頓
首
。

　
　

十
二
月
九
日

八　

服
部
白
賁
書
簡
（
中
根
東
平
宛
、
某
年
六
月
一
一
日
付
）

　

一
五
・
一
×
二
五
・
一
糎
（
二
枚
継
）。

（
端
裏
切
継
）
中
根
覚
蔵
様　

服
部
多
門

如
教
監
御
疎
闊
ニ
罷
過
候
。
暑
中
弥
御
清
嘉
ニ
御
勤
被
成
候
者
、
恭
喜
何

極
。
鄙
人
仍
旧
罷
在
候
。
勿
煩
貴
慮
。
被
思
召
寄
、
時
候
御
尋
被
下
、
御

在
産
蕎
麦
御
恵
贈
被
下
、
厚
誼
不
堪
拝
謝
、
名
品
早
速
賞
味
可
仕
、
辱
奉

謝
候
。
万
廿
一
日
辱
臨
節
、
御
礼
可
申
陳
、
草
々
所
答
不
二
。

　
　

六
月
十
日

九　

大
内
熊
耳
書
簡
（
中
根
東
平
宛
、
某
年
六
月
一
〇
日
付
）

　

一
四
・
八
×
二
九
・
三
糎
（
二
枚
継
）。
端
裏
に
「
〆
」
が
あ
る
の
が

透
け
て
見
え
る
。

（
端
裏
切
継
）
中
根
覚
左
衛
門
様　

大
内
仲
大
夫
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御
清
福
可
被
成
御
坐
珍
重
存
候
。
然
ハ
、
十
五
日
詩
会
、
拙
宅
故
障
之
儀

御
坐
候
而
十
九
日
ニ
相
延
申
候
。
乍
自
由
右
思
召
可
被
下
候
。
右
得
御
意

如
此
御
坐
候
。
外
ハ
右
之
段
大
概
申
遣
候
。
左
様
思
召
可
被
下
候
。
頓
首

　
　

四
月
十
三
日

一
〇　

大
内
熊
耳
書
簡
（
中
根
東
平
宛
、
某
年
九
月
一
二
日
付
）

　

一
五
・
九
×
二
四
・
六
糎
（
二
枚
継
）。
浅
葱
・
白
の
色
替
わ
り
料
紙

を
用
い
る
。
端
裏
に
「
〆
」
あ
り
。「
子
迪
」
は
宇
佐
美
灊
水
、「
良
介
」

は
不
明
。

（
端
裏
切
継
）
中
根
覚
左
衛
門
様　

大
内
仲
大
夫

冷
雨
御
清
福
可
被
成
御
坐
奉
存
候
。
然
ハ
、
今
日
子
迪
へ
参
候
。
御
隙
ニ

御
坐
候
ハ
ヽ
、
時
ハ
思
召
次
第
御
出
被
成
間
敷
哉
。
子
迪
よ
り
も
申
越
候
。

御
報
者
如
何
、
可
承
候
。
頓
首

　
　

九
月
十
二
日

　

尚
々
良
介
も
参
候
。

一
一　

宇
佐
美
灊
水
書
簡
（
安
達
清
河
宛
、
某
年
一
一
月
晦
日
付
）

　

一
五
・
三
×
三
二
・
八
糎
。
端
裏
に
「
〆
」
あ
り
。「
山
野
辺
兵
庫
頭
」

は
水
戸
藩
家
老
山
野
辺
義
胤
（
一
七
一
三
〜
七
七
）、「
列
樹
多
宮
」
は
不
明
。

（
端
裏
切
継
）
安
達
文
仲
様
梧
右　

宇
佐
美
恵
助

先
月
者
数
度
得
芳
意
大
慶
奉
存
候
。
寒
威
烈
相
成
候
得
共
、
愈
御
多
福
可

被
成
御
入
恭
喜
奉
存
候
。
然
者
、
水
戸
相
公
山
野
辺
兵
庫
頭
様
御
家
中
列

樹
多
宮
と
申
人
、
御
門
弟
ニ
相
成
り
詩
作
等
も
致
申
度
、
不
侫
へ
被
頼
候

間
、
遣
し
申
候
。
御
逢
可
被
下
候
。
委
曲
ハ
此
人
よ
り
可
申
上
候
。
此
義

乍
略
義
以
手
紙
得
貴
意
候
。
奉
頼
候
。
頓
首

　
　

十
一
月
晦
日

一
二　

安
達
清
河
書
簡
（
宇
佐
美
灊
水
宛
か
、
某
年
九
月
三
〇
日
付
）

　

一
五
・
六
×
二
七
・
一
糎
（
二
枚
継
）。「
梁
公
実
」
は
明
代
の
詩
人
、

後
七
才
子
の
一
人
梁
有
誉
で
、
詩
は
「
登
黎
惟
敬
山
楼
」（
二
首
そ
の
二
）

の
一
節
（『
明
七
才
子
詩
集
』
巻
三
所
収
）。『
活
法
』
は
『
円
機
活
法
』、

詩
学
巻
一
・
松
風
に
「
涼
夜
龍
吟
猛
、
虚
庭
鶴
夢
清
」
の
対
が
見
え
る
の

が
近
い
か
。

（
端
裏
切
継
）
佐
君
机
右　

安
脩

秋
冷
甚
貴
恙
御
快
御
入
候
哉
、
承
度
奉
存
候
。
先
日
文
華
会
緩
々
得
賢
慮
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奉
大
慶
候
。
帰
路
御
送
被
下
、
厚
意
不
知
所
謝
候
。
其
節
拙
作
再
按
、
懸

御
目
候
。
且
龍
吟
ノ
字
ハ
、
梁
公
実
詩
ニ
「
苔
逕
雲
泉
松
十
尋
、
風
回
衆

壑
自
龍
吟
」、
其
外
『
活
法
』
松
声
ノ
詩
ニ
鶴
語
ニ
龍
吟
ノ
対
な
と
も
相
見
、

松
ヲ
龍
ニ
比
シ
申
候
詩
多
ク
御
座
候
。
万
期
拝
顔
候
。
頓
首

　
　

九
月
卅
日

一
三　

彌
左
次
書
簡
（
甚
兄
宛
、
某
年
正
月
二
八
日
付
）　

登
録
書
名
［
彌

左
衛
門
書
状
］�
133X

/146/1

　

巻
子
本
一
軸
、
軸
長
二
一
・
〇
糎
。
薄
茶
無
地
裂
表
紙
（
一
九
・
六
×

二
三
・
八
糎
）、
無
辺
素
紙
題
簽
（
字
な
し
）、
見
返
黄
土
色
布
目
型
押
楮

紙
、
牙
軸
、
本
紙
一
五
・
八
×
一
一
〇
・
三
糎
（
四
枚
継
）。
端
裏
に
「
〆
」

あ
り
。
桐
桟
蓋
造
箱
入
。
印
記
「
大
泉
蔵
」（
朱
陽
布
銭
形
、
四
・
〇
×

二
・
五
糎
、
見
返
）、「
國
分
文
庫
」（
巻
末
裏
）。

　

幕
末
、
江
戸
に
出
府
し
た
地
方
武
士
で
あ
ろ
う
か
。
手
元
不
如
意
の
た

め
、「
古
川
」
か
ら
あ
な
た
の
名
前
で
借
金
し
て
く
れ
、
と
い
う
依
頼
で

あ
る
。
差
出
人
・
宛
名
と
も
伝
未
詳
。

　
　

口
上
出
前
草
々
認

昨
朝
も
草
々
失
敬
い
た
し
申
候
。
扨
毎
度
〳
〵
申
兼
候
へ
共
、
御
国
よ
り

廿
四
日
御
便
ニ
ハ
無
相
違
為
登
候
筈
ニ
而
、
い
か
ゝ
い
た
し
候
哉
、
音
信

不
通
相
困
申
候
。
間
違
無
之
筈
ニ
而
延
引
之
義
ニ
候
へ
者
、
廿
九
日
ニ
ハ

屹
と
相
違
有
之
間
し
く
候
処
、
当
月
中
と
申
時
借
い
た
し
候
分
申
訳
無
之
、

昨
日
も
彼
是
工
夫
い
た
し
候
処
、
ど
ふ
も
余
り
不
申
、
扨
々
指
支
申
候
。

仍
而
何
共
気
之
毒
い
た
し
候
へ
共
、
何
と
歟
甚
兄
之
指
支
之
振
ニ
而
三
へ

御
噯
、
古
川
よ
り
一
寸
御
借
り
被
下
候
事
ニ
ハ
相
成
ま
し
く
候
哉
。
愚
よ

り
三
へ
頼
候
而
も
宜
候
へ
共
、
兼
而
御
承
知
之
頼
置
候
分
も
有
之
、
且
又

お
か
し
な
つ
り
合
も
有
之
、
申
兼
候
間
、
ど
ふ
か
一
御
工
夫
御
頼
申
度
候
。

栄
三
郎
一
条
義
、
昨
夜
辰
早
々
承
候
処
、
長
三
郎
日
延
願
い
た
し
、
廿
九

日
朔
日
方
、
御
国
出
立
と
の
よ
し
、
仍
而
ハ
品
川
之
住
人
も
同
行
ニ
而
、

夫
な
レ
ハ
延
引
可
致
、
相
困
申
候
。
是
な
り
上
候
ヘ
ハ
、
昨
朝
御
心
付
之

由
も
御
坐
候
間
、
何
と
歟
御
都
合
も
御
頼
可
申
積
之
所
、
夫
も
だ
め
、
今

明
日
之
所
ニ
指
詰
候
間
、
何
卒
古
川
之
方
御
工
夫
可
被
下
候
。
古
ハ
先
達

而
も
一
両
度
、
三
へ
頼
借
用
い
た
し
候
□
も
御
坐
候
へ
者
、
五
両
御
坐
候

ヘ
ハ
ど
ふ
か
間
ニ
合
セ
可
申
候
。
来
月
中
旬
と
歟
、
又
ハ
御
切
（
行
間
追

加
「
御
切
米
と
申
候
而
も
あ
ま
り
わ
り
詰
ニ
候
間
、
中
■
来
月
中
之
□
可

有
哉
」）
米
之
節
と
申
振
ニ
■
よ
ろ
し
く
ハ
毎
度
〳
〵
急
々
之
処
ニ
相
成
、

御
迷
惑
を
相
掛
け
気
之
毒
至
極
ニ
候
ヘ
ハ
、
必
至
と
指
支
、
又
々
御
か
け

込
申
候
。
何
と
御
工
夫
、
返
〳
〵
も
御
頼
申
候
。
以
上



─ 168 ─

　
　

正
月
廿
八
日

（
端
裏
カ
、
喰
裂
継
）
甚
兄
内
用　
　

彌
左
次

一
四　
［
延
宝
五
年
詠
臘
梅
報
春
詩
巻
］�

133X
/147/1

　

巻
子
本
一
軸
、
軸
長
二
九
・
五
糎
。
金
茶
色
菊
唐
草
文
緞
子
表
紙
（
二

八
・
四
×
二
八
・
〇
糎
）、
見
返
金
切
箔
銀
揉
箔
散
ら
し
鳥
の
子
紙
、
牙
軸
、

本
紙
二
八
・
四
×
二
二
九
・
四
糎
（
二
枚
継
）、
薄
茶
色
料
紙
。
桐
桟
蓋

箱
入
。
印
記
「
大
泉
珍
蔵
」（
朱
陽
孔
銭
形
、
一
・
九
糎
、
見
返
・
本
紙

継
目
）、「
國
分
文
庫
」（
巻
末
裏
）。
第
八
首
第
四
句
「
花
」
字
は
料
紙
が

一
部
欠
損
し
て
い
る
の
を
補
填
補
筆
し
て
あ
る
。

　

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
一
二
月
一
八
日
に
門
生
の
田
植
邸
に
お
い
て

催
さ
れ
た
詩
会
の
詩
を
集
め
た
も
の
で
、
第
一
首
林
鵞
峰
の
作
品
は
『
鵞

峰
先
生
林
学
士
詩
集
』
巻
一
一
一
に
「
臘
梅
報
春
〈
丁
巳
嘉
平
十
八
／
日

田
植
小
集
〉」
と
し
て
収
め
ら
れ
る
（
本
文
異
同
な
し
）。
印
記
は
「
林
恕

／
章
」「
之
道
／
父
」
で
、
と
も
に
朱
陰
方
一
・
六
糎
。
第
二
首
林
鳳
岡

の
作
品
も
『
鳳
岡
林
先
生
全
集
』
巻
五
一
に
「
臘
梅
報
春
〈
遊
田
植
舎
〉」

と
し
て
載
り
、
異
同
な
し
。
印
記
は
「
林
印
／
戇
」
朱
陽
方
二
・
一
×
二
・

〇
糎
、「
整
／
宇
」
朱
陽
方
二
・
二
×
二
・
〇
糎
。
な
お
二
人
と
も
、「
書

窓
待
雪
」
詩
も
同
じ
席
で
詠
ん
で
い
る
が
、
本
詩
巻
に
は
な
い
。
第
三
首

の
印
記
は
「
狛
印
／
庸
」
朱
陰
方
一
・
五
糎
。

　
「
田
植
」
は
鵞
峰
の
門
生
で
、
鵞
峰
の
文
集
に
た
び
た
び
名
前
が
見
え
、

江
戸
生
ま
れ
（
巻
一
五
「
館
生
郷
里
記
」）、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
生
、

姓
は
岸
田
（
巻
三
六
「
示
田
植
」）、
父
親
は
清
隆
と
い
う
名
で
あ
り
（
巻

四
三
「
戒
諭
田
植
」）、
こ
の
翌
年
延
宝
六
年
に
は
丹
後
の
某
藩
に
仕
官
が

叶
い
任
地
に
赴
い
た
（
巻
一
〇
三
「
宋
元
明
詩
雋
跋
畀
田
植
」）
こ
と
な

ど
が
わ
か
る
。
他
の
作
者
も
羅
山
ま
た
は
鵞
峰
の
門
生
で
あ
る
。

　

丁
巳
嘉
平
中
八
日
田
植
小
集
詠
臘
梅
報
春

番
信
不
違
元
気
新
、
暗
香
風
度
識
芳
辰
、
小
寒
一
候
花
相
約
、
復
是
殷
正

地
統
春

　
　

林
学
士　
（
印
）（
印
）

村
外
香
清
朶
朶
梅
、
臘
天
早
識
弌
春
回
、
杜
陵
何
独
詠
萱
艸
、
疎
影
侵
凌

雪
色
開

　
　

林
整
宇　
（
印
）（
印
）

早
梅
指
示
百
花
魁
、
不
屑
外
辺
霜
雪
堆
、
臘
月
方
知
春
意
動
、
孤
根
占
暖

一
枝
開

　
　

狛
庸
（
印
）

臘
日
影
疎
花
欲
匂
、
暗
香
送
処
喜
津
々
、
江
南
風
暖
回
陽
律
、
梅
蕾
一
枝
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先
報
春

　
　

高
安
成

崢
嶸
歳
暮
物
皆
陳
、
却
怪
暗
香
臘
裡
新
、
六
出
応
呈
三
白
瑞
、
前
村
先
祝

一
枝
春

　
　

林
欑

横
斜
疎
影
数
枝
清
、
雪
裏
先
看
春
意
生
、
一
樹
梅
花
用
秦
暦
、
東
風
吹
暖

入
嘉
平

　
　

村
顧
言

前
村
深
雪
擁
疎
芭
、
風
信
報
春
朶
々
斜
、
臘
裏
先
知
回
暖
律
、
南
枝
吹
発

両
三
花

　
　

島
斉

疎
影
先
知
香
暗
通
、
臘
天
資
始
一
番
風
、
聯
珠
枝
上
得
温
潤
、
花
発
前
村

深
雪
中

　
　

田
植

［
太
宰
春
台
服
部
南
郭
書
状
合
幅
］�

133X
/148/1

　

掛
幅
一
幅
。
牙
軸
（
左
欠
）。
外
題
打
付
墨
書
「〈
春
臺
／
南
郭
〉
両
先

生
俗
牘
」、
そ
の
下
部
に
印
記
「
國
分
文
庫
」
あ
り
。

一
五　

太
宰
春
台
書
簡
（
福
田
太
室
宛
、
某
年
三
月
七
日
付
）

　

一
五
・
九
×
四
五
・
四
糎
（
二
枚
継
）。
第
一
紙
に
多
色
刷
山
水
下
絵

あ
り
。
端
裏
に
「
〆
」
あ
り
。
宛
名
の
福
田
助
右
衛
門
は
荻
生
徂
徠
の
弟

子
で
大
垣
藩
儒
の
福
田
太
室
（
？
〜
一
七
五
六
、
田
俊
卿
と
も
い
う
）。

（
端
裏
切
継
）
福
田
助
右
衛
門
様　

太
宰
弥
右
衛
門

為
先
日
之
御
報
御
手
紙
忝
拝
見
候
。
弥
御
堅
固
ニ
被
成
御
務
恭
喜
不
過
之

候
。
然
者
、
安
藤
七
次
郎
事
御
頼
申
進
候
処
、
何
方
へ
も
被
及
御
断
候
得

共
、
格
別
ニ
思
召
候
間
、
御
指
南
可
被
下
由
、
千
万
於
拙
者
忝
次
第
ニ
御

座
候
。
其
旨
七
次
郎
方
へ
申
遣
近
日
其
許
へ
参
候
様
ニ
可
仕
候
。
尤
初
心

ニ
御
座
候
間
、
宜
御
引
廻
被
遣
可
被
下
候
。
何
茂
期
面
謝
候
。
以
上

　
　

三
月
七
日

　

尚
々
是
迄
特
ニ
御
報
被
下
候
ほ
と
の
事
ニ
も
無
御
座
之
処
、
大
な
る
御

心
遣
ニ
御
座
候
。
御
丁
寧
之
義
致
感
喜
候
。
以
上

一
六　

服
部
南
郭
書
簡
（
福
田
太
室
宛
、〔
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）〕
五

月
二
七
日
付
）

　

一
五
・
七
×
五
〇
・
九
糎
。『
南
郭
先
生
文
集
』
四
編
巻
五
「
語
田
俊

卿
二
孤
序
」
に
よ
る
と
、
前
年
亡
く
な
っ
た
太
室
が
、
四
年
前
一
二
歳
の
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姉
、
六
歳
の
弟
の
二
人
の
子
を
連
れ
て
や
っ
て
き
て
、
そ
の
聡
明
さ
に
驚

い
た
と
い
う
。
日
野
龍
夫
『
服
部
南
郭
伝
攷
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
）

三
九
〇
頁
で
は
、
こ
の
文
章
は
前
後
の
配
列
か
ら
暫
定
的
に
宝
暦
六
年
に

置
か
れ
て
い
る
が
、
太
室
没
年
の
翌
年
で
あ
る
か
ら
七
年
が
正
し
い
か
。

す
る
と
本
書
簡
は
同
三
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
弟
は
後
に
父
の
跡

を
継
い
で
大
垣
藩
儒
と
な
る
少
室
で
あ
ろ
う
。

（
端
裏
切
継
）
福
田
助
右
衛
門
様　

服
部
小
右
衛
門

　

病
余
精
神
闕
乏
、
文
辞
も
難
取
出
、
秀
緯
墓
銘
之
事
も
未
得
執
筆
候
。

漸
向
暑
節
御
闔
家
弥
御
平
安
御
暮
可
被
成
と
致
恭
喜
候
。
先
以
前
日
者
御

来
貺
、
殊
二
令
江
始
得
相
見
、
辱
致
大
慶
候
。
夙
恵
双
珠
、
人
間
膝
下
之

楽
無
比
類
、
何
れ
も
致
欣
喜
候
。
折
悪
紛
冗
之
節
而
万
々
無
風
情
、
家
人

も
残
念
か
り
申
候
。
其
内
能
隙
ニ
寛
々
遊
戯
ニ
可
被
遣
候
。
且
又
其
節
之

肖
像
拙
賛
之
事
、
少
々
存
寄
も
有
之
、
御
断
申
度
候
。
可
蒙
御
免
候
。
委

曲
貴
面
御
物
語
可
申
陳
候
。
先
秘
蔵
之
物
難
留
置
、
致
返
上
候
。
右
手
指

不
如
意
、
書
字
殊
不
整
、
伏
乞
諒
察
。

　
　

五
月
廿
七
日

一
七　

香
川
景
樹
書
簡
（
松
田
本
生
宛
、
某
年
四
月
一
九
日
付
）　

登
録

書
名
［
香
川
景
樹
書
状
幅
］�

133X
/149/1

　

掛
幅
一
幅
。
紫
檀
軸
（
右
欠
）、、
外
題
打
付
墨
書
「
景
樹
翁
書
翰
」、

そ
の
下
部
に
印
記
「
國
分
文
庫
」。
本
紙
一
七
・
三
×
七
三
・
五
糎
（
二

枚
継
）、
第
二
紙
に
黄
・
代
赭
色
刷
樹
木
下
絵
あ
り
。
宛
先
は
も
と
鳥
取

藩
医
で
維
新
後
は
宮
内
省
等
に
出
仕
し
た
松
田
本
生
（
一
八
一
四
〜
八
三
）。

没
年
お
よ
び
維
新
後
の
閲
歴
に
つ
い
て
は
、
影
山
輝
国
「
ま
だ
見
ぬ
鈔
本

『
論
語
義
疏
』（
四
）」（『
実
践
国
文
学
』
八
四
、
二
〇
一
三
・
一
〇
）
が

指
摘
す
る
と
お
り
、
国
立
公
文
書
館
蔵
公
文
録
明
治
十
六
年
三
月
分
に
含

ま
れ
る
「
御
用
掛
松
田
本
生
へ
祭
粢
料
下
賜
ノ
件
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

景
樹
と
は
、
同
じ
鳥
取
藩
と
い
う
つ
な
が
り
が
あ
る
が
、
具
体
的
な
関
係

は
知
ら
れ
な
い
。
弥
富
破
摩
雄
「
香
川
景
樹
上
京
年
齢
考
」（『
近
世
国
文

学
之
研
究
』
素
人
社
書
屋
、
一
九
三
三
）
に
は
、
景
樹
上
京
の
際
に
同
伴

し
た
女
性
は
妻
包
子
で
あ
る
、
と
松
田
本
生
は
高
崎
正
風
（
著
者
の
師
）

に
語
っ
た
、
と
記
し
、
こ
れ
を
山
本
嘉
将
『
香
川
景
樹
論
』（
育
英
書
院
、

一
九
四
二
）
は
「
松
田
本
生
は
鳥
取
出
身
の
有
名
な
歌
人
医
者
で
も
あ
る

か
ら
浮
い
た
事
を
語
る
ま
い
と
思
ふ
」
と
そ
の
伝
聞
を
事
実
と
認
定
し
て

い
る
。
本
書
簡
の
存
在
は
、
本
生
と
景
樹
の
直
接
的
な
交
流
の
明
証
で
あ

り
、
よ
り
信
憑
性
が
高
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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代
口

薄
暑
ニ
候
処
益
御
壮
気
被
成
御
勤
奉
賀
候
。
然
者
、
先
頃
故
大
人
御
三
回

忌
ニ
付
、
御
重
之
内
御
恵
贈
被
下
、
辱
御
廻
向
仕
候
。
其
砌
よ
り
別
段
不

相
勝
、
御
正
当
ニ
者
甚
不
快
、
且
親
族
共
心
痛
之
事
抔
差
積
、
乍
憚
心
外

之
御
無
音
仕
、
不
本
意
之
至
多
罪
御
仁
恕
被
下
度
候
。
扨
々
夢
幻
之
世
界

今
更
ニ
奉
存
出
候
。
嘸
御
懐
旧
不
少
と
奉
察
候
。
何
そ
蜂
腰
ニ
而
も
相
加
、

其
御
正
日
ニ
者
と
存
候
も
、
空
敷
今
以
平
臥
、
余
り
失
礼
ニ
相
成
候
ニ
茂
、

一
寸
今
日
御
断
旁
、
病
間
漸
執
筆
如
此
御
坐
候
。
御
通
題
御
坐
候
ハ
ヽ
御

序
い
つ
ニ
て
も
御
■（
見
せ
？
）■可

被
下
候
。
乍
憚
出
詠
仕
度
候
。
此
一
品
、
乍
率

爾
御
霊
具
ニ
被
加
被
下
候
ハ
ヽ
本
懐
之
限
御
坐
候
。
余
情
拝
顔
申
候
。
病

中
卒
書
御
免
所
希
上
候
。
謹
言
以
上

　
　

四
月
十
九
日

　

二
白
其
節
被
仰
下
候
御
短
尺
、
是
亦
延
引
、
病
筆
殊
ニ
見
苦
敷
候
へ
と

も
相
汚
進
上
候
。
別
ニ
御
断
申
入
候
。
フ
ト
題
ヲ
相
認
候
。
失
敬
至
極
、

先
其
儘
呈
上
候
。
若
不
相
然
候
ハ
ヽ
御
□
他
為
取
替
候
。
以
上

　

〆

　

松
田
礼
造
様
玉
几
下　

香
川
長
門
介

　

〆

一
八　

樺
島
石
梁
書
簡
（
松
平
某
宛
、
某
年
七
月
九
日
付
）　

登
録
書
名

［
樺
島
石
梁
書
状
幅
］�

133X
/150/1

　

掛
幅
一
幅
。
紫
檀
軸
、
外
題
打
付
墨
書
「
樺
島
石
梁
先
生
」、
そ
の
下

部
に
印
記
「
國
分
文
庫
」。
本
紙
二
八
・
五
×
五
七
・
三
糎
、
雲
母
引
料
紙
。

「
鹿（
か
ご
お
）

子
尾
」
は
、
石
梁
の
故
郷
筑
後
久
留
米
に
近
接
す
る
地
名
で
、
八
女

茶
の
源
流
と
な
る
茶
の
生
産
地
。

奉
書
如
尊
喩
爾
後
久
不
接（
闕
字
）

　

紫
眉
。
時
下
炎
暑
如
焔
御
坐
候
処
、　

尊

（
闕
字
）

疾

益
御
清
勝
奉
抃
躍
候
。
拙
生
無
栄
枯
、
乍
憚
御
降
心
可
被
成
下
候
。
先
日

菅（
？
）氏
ニ
て
同
居
生
へ
御
伝
声
被
成
下
、
難
有
奉
存
候
。
佐
能（
？
）ニ
も
御
逢
被

成
候
而
、
拙
状
を
も
御
尋
被
下
候
由
、
拝
謝
々
々
。
佐
能（
？
）へ

は
昨
日
も
面

会
迄
ニ
伺
行
仕
、
昼
前
よ
り
角
地
内
記
へ
参
り
、
内
記
ハ
一
昨
日
東
帰
ニ

て
、
互
叙
久
闊
、
詩
な
と
作
り
合
、
相
楽
候
事
ニ
御
坐
候
。
扨
申
後
候
。

御
近
辺
之
佳
品
颯
々
一
覧
、
謹
欣
佳
貺
、
北
窓
下
羲
皇
ノ
眠
を
相
助
可
申

候
。
千
万
々
々
辱
仕
合
奉
存
候
。
依
旧
八
面
旋
風
、
御
楽
幾
之
由
、
欽

羨
々
々
。
天
下
ノ
楽
事
是
ニ
留
り
申
候
義
と
奉
存
候
。
尊
作
拝
覧
、
不
次

撃
節
候
。
乍
然
寡
聞
ニ
て
ハ
急
々
存
当
り
不
申
候
御
句
も
有
之
候
。
緩
々

反
復
■
半
■
慮
ヲ
奉
願
候
。
扨
々
御
自
在
な
る
御
事
と
、
返
而
〳
〵
奉
感

心
候
。
小
平
儀
（
？
）

ノ
御
句
、
不
覚
噴
飯
申
候
。
公
時
辺
諸
先
生
ノ
詩
風
共
御



─ 172 ─

示
被
下
、
奉
多
謝
候
。
西
野
先
生
ト
申
候
ハ
存
寄
不
申
候
。
其
外
た
ま

〳
〵
其
美
玉
ヲ
見
候
も
御
坐
候
へ
共
、
と
く
と
も
無
御
坐
候
故
、
忩
而
人
々

一
般
ノ
名
工
と
而
已
存
候
迄
ニ
て
御
坐
候
。
ま
し
て
其
本
源
ノ
義
、
一
向

心
得
不
申
候
処
、
尊
喩
ニ
て
大
意
ヲ
得
申
候
。
三
■
と
申
候
も
存
不
申
候
。

宋
元
無
詩
ノ
義
、
恐
入
申
候
。
中
々
左
様
な
る
鄙
見
一
向
無
御
坐
候
。
惣

し
て
宋
元
々
々
と
鄙
し
む
人
ハ
口
ク
セ
ノ
様
ニ
申
歟
ニ
候
得
共
、
坡
翁
・

放
翁
な
と
は
し
め
第
一
其
人
才
緩
急
、
腸
中
よ
り
吟
出
候
計
ニ
候
得
共
、

片
言
隻
辞
も
常
詞
ニ
テ
ハ
ナ
キ
筈
ニ
候
。
故
ニ
不
侫
ハ
竊
ニ
謂
ラ
ク
、
宋

元
無
詩
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
今
ノ
世
模
擬
ハ
巧
ナ
リ
、
宋
元
ノ
真
詩
ハ
絶
テ
ナ

シ
ト
。
呵
々
。
示
喩
ハ
近
来
大
痛
頓
首
拝
見
。

　
　

松
平
公
子
侍
史　

七
月
九
日　

樺
島
勇
七
（
花
押
）

　

二
白
弊
邑
鹿
子
尾
山
中
ノ
茗
〈
名
曰
鶯
〉
少
々
奉
貢（
闕
字
）

　

座
下
候
。

［
藤
田
東
湖
和
歌
書
状
合
幅
］�

133X
/151/1

　

掛
幅
一
幅
。
黒
檀
軸
、
外
題
打
付
墨
書
「
藤
田
東
湖
尺
牘
」、
そ
の
下

部
に
印
記
「
國
分
文
庫
」。
桐
印
籠
造
箱
入
。

一
九　

藤
田
東
湖
和
歌

　

三
七
・
二
×
一
一
・
八
糎
。
末
字
「
連
」
の
終
画
を
行
間
に
長
く
撥
ね

上
げ
る
。『
東
湖
遺
稿
』
に
は
収
め
ず
、
出
典
不
明
。

高
久
奈
梨
低
岐
九
那
留
美
乃
浦
能
波

那
弥
乃
安
也
阿
類
音
古
所
妙
南
連
（
花
押
）

（
高
く
な
り
低
き
く
な
る
み
の
浦
の
波
な
み
の
あ
や
あ
る
音
こ
そ
妙
な
れ
）

二
〇　

藤
田
東
湖
書
簡
（
鈴
木
〔
主
税
〕
宛
、〔
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）〕

一
〇
月
九
日
付
）

　

一
五
・
六
×
三
二
・
二
糎
と
一
五
・
六
×
三
七
・
二
糎
の
二
紙
を
上
下

二
段
に
貼
る
（
全
長
六
九
・
四
糎
）。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
長
崎
来
航
（
七

月
）、
ロ
シ
ア
に
よ
る
樺
太
南
岸
の
久
春
古
丹
占
領
（
九
月
）
に
言
及
し

て
い
る
と
見
て
、
嘉
永
六
年
と
推
定
す
る
。
東
湖
は
長
崎
に
お
け
る
交
渉

の
な
か
で
占
領
に
つ
い
て
遺
憾
の
意
を
表
明
す
べ
き
だ
、
と
主
君
徳
川
斉

昭
に
進
言
し
て
い
る
（
日
本
史
籍
協
会
叢
書
『
水
戸
藤
田
家
旧
蔵
書
類
第

三
』
所
収
藤
田
東
湖
書
案
二
四
、
嘉
永
六
年
カ
十
月
廿
七
日
付
）。
宛
名
は
、

東
湖
の
嘉
永
六
年
日
記
「
続
回
天
詩
史
料
」（
菊
池
謙
二
郎
編
『
新
定
東

湖
全
集
』
博
文
館
、
一
九
四
〇
、
所
収
）
の
同
月
前
後
に
名
前
が
見
え
る
、

越
前
福
井
藩
士
で
松
平
慶
永
側
近
の
鈴
木
主
税
で
あ
ろ
う
。
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如
諭
寒
冷
相
催
候
処
、
愈
御
壮
健
被
成
御
起
居
、
欣
慰
不
啻
候
。
度
々
枉

顧
之
処
行
違
ひ
、
過
日
始
而
拝
眉
候
の
み
、
寛
晤
に
も
不
至
遺
憾
此
事
ニ

御
坐
候
。
爾
来
日
夕
如
何
に
も
匆
忙
、
迚
も
此
節
ハ
暇
日
無
之
、
当
月
中

旬
過
に
ハ
少
暇
も
出
来
可
申
、
其
節
ハ
枉
顧
に
い
た
し
度
御
坐
候
。
長
崎

へ
官（
？
）人
被
相
越
候
に
付
云
々
、
御
尋
之
趣
い
か
さ
ま
右
ハ
承
知
仕
候
へ
共
、

何
事
に
て
被
相
越
候
哉
ハ
心
得
不
申
候
。
魯
夷
云
々
、
貴
策
十
八
条
中
の

先
見
ニ
符
合
、
敬
服
々
々
。
か
ら
ふ
と
へ
異
船
〈
国
名
不
詳
〉
上
陸
之
よ

し
ハ
承
候
へ
共
、
ゑ
と
ろ
ふ
へ
暗
夷
渡
来
候
事
ハ
未
承
。
此
節
種
々
浮
説

も
有
之
候
間
、
一
概
に
ハ
信
用
い
た
し
兼
候
歟
。
芳
韻
三
篇
拝
見
、
何
れ

も
正
筆
凜
々
、
感
服
い
た
し
候
。
退
公
之
隙
、
独
酌
休
福
之
節
、
撃
節
朗

吟
正
気
培
養
可
致
、
多
謝
々
々
。
今
朝
も
暁
よ
り
認
め
い
た
し
居
候
処
へ
、

最
早
他
よ
り
来
書
か
さ
な
り
、
乱
毫
草
々
頓
首
。

　
　

十
月
九
日

　

鈴
木
賢
契
〈
復
〉　

藤
彪

二
一　
［
鄭
元
偉
詩
幅
］�

133X
/152/1

　

掛
幅
一
幅
。
黒
檀
軸
、
外
題
打
付
墨
書
「
中
山
鄭
元
偉
〈
琉
球
第
一
書

家
〉」、
そ
の
下
部
に
印
記
「
國
分
文
庫
」。
本
紙
四
一
・
八
×
五
六
・
〇
糎
。

引
首
印
「
通
徳
堂
」（
朱
陽
長
方
三
・
二
×
一
・
六
糎
）、
落
款
印
「
鄭
印

／
元
偉
」（
朱
陰
方
三
・
〇
糎
）「
長
烈
」（
朱
陽
方
二
・
九
糎
）。
筆
者
は

琉
球
の
書
家
（
一
七
九
二
〜
？
）。
詩
は
施
肩
吾
「
憶
四
明
山
泉
」
で
、『
全

唐
詩
』
巻
四
九
四
の
本
文
と
は
声
─
深
、
是
─
自
の
異
同
が
あ
る
。

（
印
）

愛
彼
山
中
石
泉
水
、
幽
声
夜
々
落
空
裏
、
至
今
憶
得
臥
雲
時
、
猶
是
涓
涓

在
人
耳

　
　

中
山
鄭
元
偉
（
印
）（
印
）

［
桂
山
彩
巌
他
詩
文
巻
］�

133X
/153/1

　

巻
子
本
一
軸
、
軸
長
二
八
・
五
糎
。
金
茶
色
唐
花
立
湧
文
緞
子
表
紙
（
二

七
・
七
×
二
六
・
七
糎
）、
見
返
金
揉
箔
散
ら
し
鳥
の
子
紙
、
紫
檀
軸
。

外
題
金
箔
題
簽
墨
書
「
君
印
」（
下
部
の
み
）。
印
記
「
大
泉
珍
蔵
」（
一

四
に
同
じ
）「
大
泉
蔵
」（
一
三
に
同
じ
）（
共
に
見
返
と
本
文
台
紙
の
継

ぎ
目
に
あ
り
）、「
國
分
文
庫
」（
巻
末
裏
）。
桐
印
籠
造
箱
入
。

二
二　

桂
山
彩
巌
自
筆
七
言
古
詩

　

二
七
・
七
×
一
七
一
・
八
糎
（
二
枚
継
）。
薄
茶
色
料
紙
。
引
首
印
は

「
■
湖
春
水
」（
朱
陽
長
方
三
・
五
×
一
・
一
糎
）、
落
款
印
は
「
鶴
／
汀
」
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（
陰
）「
桂
義
樹
／
字
香
公
」（
陽
）（
と
も
に
朱
方
二
・
七
糎
）。
享
保
四

年
（
一
七
一
九
）
一
〇
月
一
五
日
作
。
蛻
巌
と
は
林
家
で
同
門
、
し
ば
し

ば
詩
の
贈
答
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
年
、
蛻
巌
は
明
石
藩
儒
に
な
っ
た
の

で
、
近
況
を
詩
に
託
し
て
知
ら
せ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
半
は
朝
鮮
通

信
使
に
つ
い
て
述
べ
る
。
彩
巌
は
こ
の
月
の
は
じ
め
、
製
述
官
の
申
維
翰

と
筆
談
等
で
交
流
し
て
い
る
（『
海
游
録
』）。
本
作
品
は
国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
蔵
『
彩
巌
集
』（
二
〇
六
―
四
七
、
昌
平
黌
旧
蔵
、
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）
友
野
霞
舟
校
訂
識
語
あ
り
）
巻
上
・
七
言
古
詩
に
収
め
る
が
、

途
中
「
君
不
見
…
…
」
か
ら
「
…
…
失
交
欣
」
ま
で
の
二
二
句
を
欠
き
、

他
の
部
分
の
字
句
に
も
異
同
が
あ
る
。
た
だ
し
写
本
で
の
み
伝
わ
る
同
書

の
他
伝
本
は
未
見
。

　

赤
石
梁
蛻
巌
見
贈
文
柄
一
篇
、
意
有
所
託
、
賦
答

（
印
）

梁
子
身
已
蛻
、
尚
留
巌
上
雲
、
々
気
輪
菌
崇
朝
雨
、
洗
湔
後
生
化
人
文
、

赤
水
沈
珠
無
畔
岸
、
恨
不
身
着
緑
華
裙
、
幻
似
五
台
狻
猊
子
、
皐
比
没
趾

纏
香
芸
、
海
国
蒼
黎
三
十
万
、
一
時
皆
擢
斉
王
筋
、
山
鬼
無
力
掣
電
遁
、

天
呉
海
底
患
犀
焚
、
贈
我
葵
丘
易
牙
鼎
、
龍
文
半
減
重
千
斤
、
一
嚼
青
瀑

盪
胸
降
、
仁
門
義
路
喜
所
聞
、
嗚
呼
駿
台
築
兮
房
駟
死
、
鉄
牛
峡
外
無
全

軍
、
小
子
何
能
支
大
廈
、
東
顚
西
倒
手
足
皸
、
況
復
簿
書
駆
傲
吏
、
玉
田

無
人
事
耕
耘
、
黄
雀
暮
楼
西
城
柳
、
寒
鴉
暁
叫
東
門
枌
、
河
梁
千
年
猶
一

水
、
頓
使
金
枝
減
臭
芬
、
閭
閻
少
婦
護
充
耳
、
侯
鯖
敢
取
野
人
芹
、
大
児

小
児
無
楊
孔
、
礼
云
楽
云
聚
河
汾
、
河
汾
弟
子
多
白
首
、
見
我
波
瀾
起
魯

齗
、
有
時
五
雷
砕
胡
桃
、
晞
髪
桑
楡
倚
朝
昕
、
君
不
見
前
年
黄
河
清
三
日
、

聖（
擡
頭
）人
御
宇
瑞
靄
紛
、
馬
弁
国
隣
一
衣
帯
、
平
壌
青
社
本
於
殷
、
大
夫
四
牡

度
万
里
、
姓
申
左
史
読
五
墳
、
江
南
館
舎
青
楓
暮
、
相
逢
白
雪
生
氤
氳
、

玉
欄
潮
湧
赤
石
楼
、
月
査
帰
時
応
問
君
、
々
在
何
陋
有
、
一
麾
銷
費
氛
、

君
解
醜
叔
季
、
君
戈
挽
斜
曛
、
九
転
丹
成
憩
玉
杵
、
八
行
猶
自
致
殷
懃
、

棋
盤
蹀
躞
紅
叱
撥
、
阿
戎
簡
要
又
何
云
、
君
家
九
兄
真
生
鉄
、
身
騎
白
馬

謝
俗
群
、
重
門
策
度
接
嵆
喜
、
胡
似
題
鳳
失
交
欣
、
時
顧
青
袍
驚
孤
孑
、

悲
愁
万
斛
渺
不
分
、
慧
眼
今
謝
渡
河
豕
、
画
心
早
決
負
山
蚊
、
再
拝
告
君

兮
鼎
之
重
不
可
問
、
鼎
之
醑
不
可
醺
、
抛
宝
鼎
兮
還
海
角
、
不
妨
君
子
銘

奇
勲

　
　

己
亥
十
月
望
燈
下
賦　

鶴
汀
桂
山
〈
義
樹
〉
香
公
父
稿
（
印
）（
印
）

　
　
〈
臨
発
疾
書
、
恐
有
謬
誤
、
鑑
々
〉

二
三　

伝
服
部
南
郭
自
筆
「
餐
霞
亭
記
」

　

二
七
・
七
×
九
二
・
七
糎
。
落
款
印
「
元
喬
／
之
印
」（
朱
陰
方
二
・
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六
糎
）「
子
／
遷
」（
朱
陽
方
二
・
四
糎
）。
南
郭
は
宝
暦
九
年
六
月
二
一

日
に
没
し
て
お
り
、
一
一
年
八
月
の
年
記
お
よ
び
落
款
が
あ
る
の
は
不
審
。

筆
跡
が
似
て
い
る
の
で
、
落
款
・
印
章
を
妄
補
し
た
も
の
か
。
た
だ
し
別

筆
と
は
見
え
ず
、
そ
う
す
る
と
自
筆
本
か
ら
の
転
写
者
が
加
え
た
か
。
内

容
か
ら
す
る
と
、
上
方
在
住
で
亭
主
と
も
親
し
い
文
人
の
作
で
あ
ろ
う
。

「
郭
之
西
北
隅
」
で
松
が
「
羅
列
」
し
て
い
る
近
く
、
と
い
う
こ
の
亭
は
、

北
野
あ
た
り
に
あ
っ
た
か
。「
白
水
先
生
」
は
淀
藩
儒
上
田
白
水
か
。

　
　

餐
霞
亭
記

高
舄
西
以
章
、
近
構
于
別
業
而
扁
曰
餐
霞
亭
。
其
地
即
郭
之
西
北
隅
也
。

余
私
竊
念
、
姑
射
真
人
来
而
所
棲
息
乎
。
或
曰
、
夫
真
人
者
深
入
山
谷
而

脩
道
、
避
世
厭
俗
、
不
食
五
穀
、
餐
霞
吐
気
、
豈
混
塵
街
之
際
哉
。
余
曰
、

不
然
、
夫
真
人
者
乗
雲
気
御
飛
龍
而
遊
乎
四
海
之
外
、
此
亭
也
雖
隣
塵
街
、

其
東
北
向
広
莫
之
野
蒼
茫
無
涯
際
、
且
距
丹
丘
可
一
百
里
、
豈
曰
非
真
人

所
棲
息
哉
。
直
北
数
峰
列
峙
而
琪
樹
聳
翠
、
茂
林
脩
竹
幽
邃
可
観
也
。
其

連
山
之
際
神
社
仏
閣
、
皆
応
真
垂
跡
霊
境
也
。
冥
昏
鳴
磬
、
諷
誦
之
声
近

聞
、
孰
与
其
仙
楽
之
鏗
鏘
。
故
遊
此
亭
則
奇
情
契
於
仙
客
、
恍
惚
濯
塵
機

澄
心
機
。
可
謂
諧
真
人
之
妙
適
也
。
西
子
因
遊
曰
白
水
先
生
之
門
、
好
学

賦
詩
脩
文
而
有
年
于
此
。
其
機
鋒
俊
逸
、
才
華
玲
瓏
、
一
亡
論
矣
。
雖
混

風
塵
之
中
、
其
志
尤
堅
剛
而
好
古
嘆
今
。
家
職
商
賈
之
暇
、
逍
遙
於
此
亭
、

而
餐
霞
吸
風
飲
露
、
吐
故
納
新
、
其
所
自
適
者
非
乎
。
緬
望
東
方
則
叡
峰

摩
霄
、
醍
醐
聳
雲
、
鳩
峰
接
眉
。
巍
然
楼
閣
明
滅
斜
輝
者
、
蓋
応
神
帝
之

清
廟
也
。
淀
川
折
東
南
、
風
颿
影
聳
、
洛
浪
之
通
湊
、
而
河
源
自
江
之
琵

琶
湖
出
、
終
至
浪
花
入
西
海
、
実
本
邦
之
一
大
河
者
也
。
近
対
者
、
京
口

十
里
、
松
鬱
乎
羅
列
。
微
風
謖
々
而
送
琴
声
、
非
糸
非
竹
自
然
妙
曲
至
尽

矣
。
此
亭
也
、
四
序
之
眺
望
、
景
象
変
然
、
最
壮
観
者
也
。
郡
人
夫
雅
士

文
人
緇
流
之
輩
、
賦
詩
作
文
遊
此
亭
者
許
多
也
。
余
有
与
其
真
人
亡
機
、

相
倶
雅
談
若
旁
□
（
無
カ
）人

也
。
豈
異
深
山
幽
谷
避
世
之
境
哉
。

　
　

宝
暦
十
一
年
辛
巳
秋
八
月
二
十
五
日
記

　
　
　

与　

采
芝
山
人　

鑑

　
　
　
　
　
　

服
元
喬
（
印
）（
印
）

二
四　

伝
太
宰
春
台
自
筆
「
贈
横
谷
文
卿
游
事
膳
所
侯
行
序
」

　

二
六
・
五
×
九
五
・
九
糎
（
二
枚
継
）。
落
款
印
「
德
／
夫
」（
朱
陽
方

一
・
八
糎
）。「
横
谷
文
卿
」
は
横
谷
藍
水
（
一
七
二
〇
〜
七
九
、
文
公
は

字
）。
盲
人
で
、
鍼
医
で
あ
っ
た
が
、
高
野
蘭
亭
門
の
詩
人
と
し
て
も
知

ら
れ
た
。
巻
五
に
は
「
陪
膳
所
侯
泛
湖
二
首
」
等
の
作
品
も
あ
り
、
藍
水

が
膳
所
藩
に
仕
え
る
た
め
江
戸
か
ら
近
江
へ
移
っ
た
こ
と
は
確
実
で
、
本
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作
品
の
内
容
を
裏
付
け
る
。
た
だ
し
、
誤
写
ら
し
き
も
の
も
散
見
す
る
の

で
、
写
し
か
。
ま
た
、
春
台
の
『
紫
芝
園
稿
』
に
収
め
ず
、
直
前
の
伝
南

郭
自
筆
作
品
同
様
、
落
款
部
分
が
妄
補
で
あ
る
可
能
性
も
残
る
。

初
余
聞
世
有
琵
琶
湖
八
詠
詩
者
、
而
未
得
見
之
也
。
謂
有
是
哉
。
凡
天
下

以
勝
称
者
、
蓋
不
乏
其
地
。
而
此
特
居
東
北
諸
路
之
上
游
西
、
密
通（
闕
字
）

　

皇

都
、
南
当
走
寧
楽
諸
所
道
。
山
水
之
秀
、
風
土
之
麗
、
莫
有
与
克
者
。
而

景
状
則
比
洞
庭
之
奇
、
之
則
於
此
無
有
而
於
何
有
有
。
既
而
及
其
偶
見
諸

冊
子
中
而
試
上
口
、
乃
覆
醤
不
能
為
卒
業
、
即
噬
而
屏
之
不
已
、
則
又
挙

以
毀
裂
、
搏
以
擲
地
、
用
屐
歯
蹍
、
他
郷
箕
扱
、
卒
致
諸
糞
壌
而
後
已
也
。

曰
冤
哉
。
今
不
問
作
之
者
為
誰
、
乃
何
氏
之
子
、
猥
拾
此
俚
語
、
与
之
以

雅
名
、
以
欺
不
不
（
衍
字
カ
）知

者
之
至
此
也
。
夫
以
湖
之
勝
之
美
、
莫
有
与
京
於
天

下
也
。
如
彼
而
蒙
之
以
不
潔
者
如
此
、
非
翅
唐
突
之
黷
可
醜
而
已
。
則
豈

不
冤
哉
。
当
此
時
、
余
蓋
若
以
朝
服
坐
塗
炭
、
至
今
如
有
匪
澣
者
而
矣
蓋

三
十
年
。
於
茲
于
、
谷
文
卿
之
游
事
膳
所
侯
従
行
。
乃
知
、
湖
之
有
詩
自

今
日
始
。
文
卿
雖
以
病
明
故
託
医
、
而
於
焉
特
進
於
技
、
而
又
聞
侯
好
之

有
甚
焉
。
夫
以
其
所
進
於
技
、
遇
其
所
好
、
之
有
甚
焉
乎
。
乃
環
湖
之
勝

攢
諸
一
城
。
群
山
競
峙
、
空
翠
与
虚
碧
倒
影
、
銜
一
鑑
重
出
畳
起
、
突
兀

崢
嶸
乎
。
蕩
漾
澶
漫
中
、
無
分
上
下
、
而
洲
渚
之
所
映
帯
、
島
嶼
之
所
出

没
、
沙
鳥
紛
風
颿
翩
。
又
仏
宮
虚
観
之
往
々
隠
見
於
樹
石
間
、
陳
蹟
遺
趾

比
々
有
無
於
蓁
莽
、
無
不
縹
渺
蒼
茫
玲
瓏
。
独（
濁
醪
カ
）摻以
交
献
観
於
此
、
譬
猶

如
於
尽
（
画
カ
）堂

上
坐
臥
、
四
璧
（
壁
カ
）皆

翠
黛
、
又
如
在
玉
壺
中
俛
仰
、
天
地
斉
琉
璃
。

蓋
属
目
百
里
、
指
掌
無
遺
。
則
知
、
文
卿
之
以
心
見
之
、
某
在
斯
、
某
在

斯
、
而
支
分
節
解
不
見
其
全
牛
也
。
乃
其
当
月
出
之
夕
、
若
霰
集
之
朝
、

侯
於
是
命
酒
、
披
襟
臨
軒
、
授
簡
遅
（
進
カ
）賦
、
毎
見
其
抽
思
従
事
、
揣
称
騁
辞
、

以
立
成
之
也
。
未
嘗
不
若
新
発
乎
硎
、
輙
撃
節
称
善
者
。
余
在
千
里
外
想

見
之
也
、
猶
親
見
之
矣
。
亦
唯
於
此
無
有
而
於
何
有
々
。
即
其
為
湖
雪
冤
、

以
使
余
至
今
如
匪
澣
者
灑
然
者
、
亦
将
於
是
此
乎
在
也
。
抑
有
宋
滕
子
京
、

為
巴
陵
郡
修
岳
陽
楼
、
刻
唐
賢
今
人
詩
賦
於
其
上
。
好
事
也
亦
至
矣
。
侯

豈
有
意
耶
。
湖
既
比
洞
庭
矣
、
城
亦
岳
陽
已
。
方
今
文
教
四
布
、
作
者
随

与（
興
カ
）、

豈
少
其
人
。
亦
唯
自
文
郷
（
卿
カ
）始

耳
。
独
侯
之
先
受
封
於
此
、
祭
其
山
川

者
今
数
世
、
斯
民
也
前
代
之
所
以
直
道
乎
。
小
人
聞
道
則
易
使
、
豈
以
詩

書
之
教
徒
為
牛
刀
視
之
者
哉
。
則
与
郡
県
時
出
守
、
一
州
随
牒
在
、
自
視

如
偶
客
、
視
民
如
行
人
、
歳
満
即
遷
去
者
異
。
況
以
謫
居
此
如
子
京
者
、

自
憂
之
不
暇
、
寧
能
及
民
乎
哉
。
余
所
聞
、
侯
之
好
有
甚
焉
者
其
在
斯
乎
。

亦
豈
徒
好
事
而
為
之
者
之
比
哉
。
文
卿
其
勉
諸
。
此
行
也
、
将
不
唯
為
湖

雪
冤
、
以
使
余
之
至
今
如
匪
澣
者
洒
然
而
已
。
安
得
曰
羇
旅
之
屋
。
以
一

方
技
在
此
、
雖
日
進
一
鍼
、
亦
足
以
塞
責
矣
。
必
与
坐
朝
与
讌
者
等
列
、
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苦
心
焦
神
、
以
憂
人
之
国
為
、
而
懐
宝
自
憂
、
当
仁
徒
譲
哉
。
若
然
、
則

無
論
当
其
聴
政
、
諷
誦
以
備
斟
酌
者
、
即
以
其
所
自
為
而
不
必
人
所
献
。

即
或
有
泛
湖
而
下
中
流
、
四
顧
以
誇
要
害
之
美
、
称
徳
以
対
、
亦
唯
以
主

文
譎
、
言
者
無
罪
、
聴
者
足
戒
耳
。
又
何
有
横
佚
以
尽
説
、
犯
顔
而
進
言

者
哉
。
是
之
謂
温
柔
敦
厚
之
教
也
。
即
絃
歌
之
声
、
亦
将
有
相
聞
達
四
境

者
矣
。
是
余
所
謂
不
唯
為
湖
雪
冤
、
以
使
余
至
今
匪
澣
者
洒
然
而
已
。
若

夫
以
其
所
善
与
人
歳
而
接
踵
、
存
名
蹟
於
此
地
、
以
使
人
疑
於
延
喜
帝
子
、

而
不
必
遠
求
卜
名
夏
於
西
河
而
比
之
。
則
文
卿
固
同
所
病
矣
。
而
詩
与
国

風
之
歌
又
無
択
焉
。
唯
是
精
気
之
所
致
、
何
俟
余
言
。

　
　

右
贈

　

横
谷
文
卿
游
事
膳
所
侯
行
序

　
　
　

太
宰
純
撰
（
印
）

二
五　

梁
田
蛻
巌
自
筆
「
簡
垂
裕
堂
唐
金
子
几
右
并
詩
」

　

二
七
・
七
×
一
三
八
・
五
糎
（
三
枚
継
）。
引
首
印
（
詩
の
冒
頭
）「
於

道
未
為
尊
」（
朱
陽
楕
円
形
、
五
・
一
×
一
・
五
糎
）、
落
款
印
「
梁
田
／

邦
彦
」（
朱
陰
方
二
・
二
糎
）「
景
鸞
／
甫
」（
朱
陽
方
二
・
一
糎
）。
享
保

元
年
（
一
七
一
六
）
作
。
文
章
部
分
は
『
蛻
巌
集
』
巻
六
・
書
牘
に
「
与

唐
金
興
隆
」
と
し
て
収
め
、
末
尾
「
別
有
和
高
作
」
云
々
以
下
（
二
首
の

詩
も
）
を
欠
き
、
か
わ
り
に
小
字
双
行
に
て
「
初
予
東
都
有
垂
裕
堂
八
咏

諸
体
及
宦
播
改
作
十
二
景
七
言
絶
刪
旧
作
不
入
選
云
」
と
注
記
す
る
。
十

二
景
は
同
巻
四
に
「
唐
金
氏
垂
裕
堂
十
二
咏
」
と
し
て
全
首
収
め
、
八
咏

は
同
集
に
収
め
な
い
（『
蛻
巌
集
後
編
』
巻
四
に
「
淡
路
島
雪
」
一
首
を

拾
う
の
み
）
た
め
の
処
置
で
あ
ろ
う
。
本
文
に
は
他
に
も
異
同
多
く
、
た

と
え
ば
冒
頭
の
「
幽
窟
」
云
々
の
一
聯
は
版
本
の
本
文
に
は
な
い
な
ど
、

大
幅
な
推
敲
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

簡

　
　

垂
裕
堂
唐
金
子
几
右
〈
并
詩
〉

記
余
年
甫
十
二
、
従
塾
師
客
厩
橋
。
一
日
同
諸
伴
遊
邑
之
大
刹
龍
海
院
。

席
上
賦
詩
、
有
「
幽
窟
玄
龍
臥
、
閒
林
白
鶴
棲
」
一
聯
。
長
老
某
閣
筆
嘆

異
、
乃
付
浣
花
牋
百
葉
為
賞
券
。
爾
後
三
十
年
、
凡
為
人
作
園
林
堂
閣
珍

卉
怪
石
等
諸
賛
、
前
後
不
下
数
十
篇
、
而
未
嘗
直
半
文
銭
。
不
図
区
々
八

咏
、
化
為
一
端
紬
、
衣
被
光
華
、
使
人
頓
生
羽
毛
也
。
顧
斯
紬
以
葛
峰
雲

為
経
、
以
淡
島
雪
為
緯
、
組
暮
雨
織
朝
嵐
、
殆
非
人
間
機
杼
中
物
矣
。
写

至
此
、
不
覚
発
大
笑
。　

賢

（
闕
字
）

聞
之
必
曰
、
水
国
人
遇
蟻
垤
為
岱
恒
、
山
国

人
見
蹄
涔
為
淮
汝
、
梁
田
生
真
窮
措
大
哉
、
感
荷
薄
式
而
主
張
如
此
也
。

此
大
不
然
。
昔
揚
子
雲
著
書
、
成
都
富
人
有
貽
千
金
者
、
却
而
不
受
。
士
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君
子
愛
惜
名
望
、
古
今
一
揆
。
余
雖
不
肖
亦
頗
知
、
非
其
人
与
義
而
苟
取

之
為
恥
也
。
今
夫
風
流
儒
雅
如　

賢

（
闕
字
）

、
声
気
千
里
以
神
交
如　

賢

（
闕
字
）

、
而
垂

裕
堂
八
観
固
跨
河
帯
泉
偉
美
之
所
鍾
、
自
海
内
諸
名
儒
旁
及
華
人
韓
使
、

莫
不
品
題
。
乃
因
観
瀾
宅
君
請
余
同
賦
、
抗
然
得
厠
碔
砆
於
璵
璠
之
側
、

已
為
過
望
。
況
又
有
潤
筆
之
賜
以
致
信
誼
。
豈
敢
不
感
荷
乎
。
且
市
井
間
、

嗜
書
史
譚
名
理
極
難
得
、
詞
人
才
子
亦
不
易
得
。
江
戸
為
食
貨
淵
藪
、
翁

張
濁
質
之
子
、
鐘
鼎
錦
玉
之
家
、
不
為
尠
矣
。
而
以
善
詩
名
者
、
余
所
知

黄
鶴
楼
益
田
伯
隣
氏
一
人
而
已
。
伯
隣
嘗
従
白
石
井
君
学
、
其
於
五
七
言

近
体
彬
々
有
于
鱗
元
美
之
風
、
敝
社
中
以
斯
人
為
一
敵
国
。
今
又
得
与（
闕
字
）

　

賢
締
交
、
詩
筒
往
復
月
致
三
四
幅
、
則
豈
非
吾
党
大
快
事
哉
。
聞　

令

（
闕
字
）

閨

亦
有
詩
才
。
鳳
凰
和
鳴
日
夜
不
絶
、
想
女
中
李
杜
与
古
名
媛
斉
肩
、
侍
婢

小
鬟
皆
為
島
郊
元
白
。
鞦
韆
之
昼
、
琵
琶
之
夕
、
倡
竹
枝
吹
楊
柳
、
無
適

而
非
佳
趣
者
。
江
山
外
別
有
内
助
、
而　

賢

（
闕
字
）

筆
力
益
高
矣
。
此
清
福
也
、

盛
事
也
。
雖
鶴
楼
亦
将
竪
降
旗
之
不
暇
。
如
余
山
妻
樸
陋
、
目
不
識
丁
、

除
饋
食
外
無
復
茹
藘
綦
巾
之
可
娯
。
使
梁
田
景
鸞
不
能
続
五
噫
出
東
関
、

寔
坐
此
耳
。
写
至
此
、
又
不
覚
発
大
笑
。
右
二
咲
、
不
忍
自
拌
、
遂
書
之

備
一
粲
。
不
知　

賢

（
闕
字
）

果
拊
掌
否
。
別
有
和
高
作
二
首
附
楮
尾
答
謝
。
是
亦

笑
之
余
爾
。
莫
以
誇
大
為
罪
惟
幸
。

（
印
）

未
逢
知
是
意
中
人
、
雲
閣
風
台
入
夢
新
、
十
月
梅
花
伝
駅
使
、
一
枝
鎮
作

案
頭
珍

媿
謝
綈
袍
似
故
人
、
相
知
却
有
白
頭
新
、
朱
絃
他
日
為（
闕
字
）

　

君
鼓
、
流
水
高

山
不
自
珍

　
　

丙
申
冬
十
一
月

　
　
　
　

梁
田
〈
邦
彦
〉
景
鸞
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）（
印
）

二
六　

伊
藤
東
涯
自
筆
「
茶
志
序
」

　

二
六
・
六
×
九
〇
・
七
糎
。
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
の
作
を
翌
一

三
年
に
揮
毫
し
た
も
の
。
引
首
印
「
折
腰
」（
朱
陰
長
方
一
・
八
×
〇
・

八
糎
）、
落
款
印
「
長
胤
／
之
印
」（
陽
）「
元
／
蔵
」（
陰
、
双
辺
）（
朱

方
各
一
・
九
糎
）、「
長
胤
」（
朱
陰
長
方
二
・
二
×
一
・
〇
糎
）。
三
谷
良

朴
（
宗
鎮
）
著
『
和
漢
茶
誌
』（
享
保
一
三
年
刊
）
へ
の
序
で
、『
紹
述
先

生
文
集
』
巻
四
に
収
め
る
。
こ
れ
ら
両
者
に
は
「
予
以
不
会
其
趣
」
の
後

に
「
而
辞
。
而
以
南
川
氏
私
淑
先
人
之
道
」
と
あ
り
、
こ
の
方
が
文
意
が

通
じ
る
の
で
、
目
移
り
に
よ
る
書
き
落
と
し
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
小
異
あ
り
。

茶
志
序
（
印
）
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予
性
椎
素
少
嗜
好
、
凡
弾
琴
囲
棋
、
蹋
鞠
之
戯
丹
青
之
工
、
一
不
解
其
趣
。

人
事
稍
閒
、
則
誦
小
説
臨
古
帖
、
以
度
日
耳
。
遇
値
清
泉
茂
林
之
間
一
宇

衡
茅
、
茶
煙
軽
颺
、
棋
声
丁
然
外
聞
、
則
意
毎
欣
然
、
而
未
会
其
趣
也
。

原
夫
、
前
世
有
韻
人
、
屏
迹
城
市
、
構
斗
室
砌
怪
石
、
啜
茗
乎
其
中
、
壁

掛
名
画
、
几
安
古
鼎
、
瓶
挿
奇
花
、
以
自
遣
。
世
之
人
歆
其
雅
趣
、
以
盧

陸
之
流
亜
。
及
其
久
也
、
乃
至
邦
君
達
官
貴
游
子
弟
、
争
相
慕
尚
、
会
之

有
所
、
講
之
有
式
、
掌
之
有
人
、
而
世
之
（「
有
」脱
カ
）
専
門
之
名
家
焉
。
予
之
所
識
三

谷
南
川
氏
、
受
其
法
于
宗
易
氏
之
門
、
今
宦
于
芸
藩
而
寔
応
其
任
。
南
川

氏
嘗
慕
吾
先
人
之
道
、
従
予
問
道
。
近
齎
眎
其
所
輯
茶
志
三
（「
巻
」脱
カ
）。則

凡
与
茶

之
事
罔
不
備
載
。
乃
請
弁
其
首
。
予
以
不
会
其
趣
、
而
亦
不
得
固
辞
。
況

読
其
書
、
殆
将
会
其
趣
。
乃
言
曰
、
茶
尚
也
、
自
晋
唐
而
下
矣
。
陽
羨
北

焙
之
産
、
龍
団
鳳
餅
之
製
、
著
方
冊
者
可
徴
也
。
元
氏
而
後
稍
失
其
制
。

而
凡
所
云
茶
者
、
皆
葉
而
瀹
之
、
非
復
古
之
茶
。
而　

本

（
闕
字
）

邦
尚
襲
法
而
不

渝
、
則
礼
之
失
何
必
求
諸
野
耶
。
因
叙
其
言
以
広
志
之
意
云
。

　
　

享
保
丁
未
之
歳
秋
九
月

　
　
　

伊
藤
長
胤
（
印
）（
印
）

〈
余
嚮
為
三
谷
宗
鎮
氏
叙
其
所
編
之
茶
誌
。
頃
者
宗
鎮
氏
門
人
蘭
渚
多
田

生
請
手
録
其
叙
於
余
。
校
書
講
学
之
余
暇
、
古
義
堂
之
北
窓
写
之
以
贈
云
。

戊
申
春
正
月
東
涯
再
識
。（
印
）〉

二
七　

栗
翁
書
簡
（
岡
田
勘
右
衛
門
宛
、
某
年
某
月
二
九
日
付
）　

登
録

書
名
［
栗
翁
書
状
］�

133X
/156/1

　

巻
子
本
一
軸
、
軸
長
一
九
・
七
糎
。
萌
黄
色
牡
丹
唐
草
織
出
裂
表
紙
（
一

七
・
七
×
一
五
・
二
糎
、
二
枚
継
）、
見
返
無
地
鳥
の
子
紙
。
牙
軸
。
外

題
な
し
、
金
箔
題
簽
を
貼
付
す
る
の
み
。
本
紙
一
五
・
三
×
四
三
・
三
糎
、

薄
紅
色
料
紙
。
差
出
人
の
栗
翁
は
中
村
栗
園
か
。

〆前
略
失
敬
、
陳
者
又
候
御
内
話
申
上
度
儀
共
有
之
候
ニ
付
、
小
僕
上
堂
可

仕
筈
之
処
、
自
然
御
来
人
モ
有
之
候
て
ハ
ト
差
扣
申
候
。
何
卒
申
上
兼
候

得
共
、
御
方
出　

殿

（
闕
字
）

掛
け
一
寸
御
立
寄
被
下
度
奉
希
上
候
。

　
　

廿
九
日　

頓
首

（
以
下
、
端
裏
切
継
）

　

岡
田
勘
右
衛
門
様　

栗
翁

　
　

上
置　
〈
札
一
件
／
山
崎
一
件
〉

〆


